


要約:過去 6年間に気道狭窄症例が 40例あり、大半は先天性の病変で、気骨切開術を施行

した症例は 14 例存在した.14 例のうち、緊急気管切開を行った症例は 2 例、他の 12 症例

の大半が合併奇形を認め,在宅療法を目的として気管切開術を行った.14 例のうち 2 例が

死亡.3 例が在宅療法に移行した.残りの症例は現在入院であるが、気骨切開御に生じた気

道閉塞のために低酸素脳症に陥った例も多かった.今回の検討から、気骨切開術の適応を

“緊急性を要する児に対しては即時行う.慢性期の気道確保の為、気管切開術を行う例で

は,首の座りが充分な生後 6 ヶ月以上かつ体重 4kg 以上を目安に気管切開を施行する."と

した.


